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（1）
　2013 年 5 月 5 日は、デンマークのキリスト教思想家・哲
学者セーレン・キェルケゴールが生誕して 200 年の日とな
ります。これを覚え母国デンマークをはじめ各国において、
今、記念プログラムが展開しております。関西学院大学では、
かねて授業でキェルケゴールについて語られ、図書館はキェ
ルケゴール関係書を数多く所蔵されています。また母国デ
ンマーク文部省と関西学院大学は教育研究交流協約を交
わし、デンマーク人客員教授が来学されデンマーク語で講
義もされました。それだけにこの機会に、キェルケゴール
生誕 200 年を記念する企画が出来ないかと大学図書館に
打診しましたところ、館長奥野卓司先生から趣意をご理解
頂き、運営課の今村太朗課長をはじめ皆さまがご尽力さ
れ、とりわけ実務を担当されました職員浅沼寛治氏のご労
苦に負うて、今回のプログラムが実現いたしました。感謝と
御礼を申し上げます。
　この「キェルケゴール特別展示」あるいは本日の「学術
資料講演会」に際し、図書館が作成されました学術資料
講演会チラシ［図 1］をご覧ください。ここには、哲学者キェ
ルケゴールや童話作家アンデルセンが過ごした時代の、19
世紀半ば頃のコペンハーゲンが描かれています。
　中央に大きく広がる運河は現今では狭まりましたが、シー
ズンともなれば、運河を巡る観光客をのせて船が行き来し
賑わいます。運河の左手に見える高いマストの帆船は、フィ
ンランドから木材を運搬してくる船で、このところが係留地
となっていました。マストの間で見られる家の一つに、若き
日のキェルケゴールの婚約者レギーネが家族と共に住んで
いました。婚約中のキェルケゴールはここを訪れ、語り合い、
いつしか夕べともなれば、ふたりの幸せを祝福するかのよう
に、近くのホルメンス教会の鐘の音がひびきました。画中
央のクリスチャンボー城はその後に炎上して再建された今日
では形を変えましたが、そこにはデンマークの国会・外務
省等が置かれています。画面の右側、運河にそって、城の
前方あたりのところにホルメンス教会があり、ここでレギー
ネは堅信礼を受け、キェルケゴールにしても牧師神学校で
学ぶとき、この教会で説教の実習を行いました。
　このような古き良き日のコペンハーゲンを舞台とする物語
を、本日は語ることになります。
　デンマークがナポレオン戦争の敗戦国となり、ノルウェー
を失い、小国へと転落した年、1813 年 5 月 5 日に、キェル
ケゴールは首都コペンハーゲンの父の家（ニュトー 2 番地）
で生まれました。上に 3 人の姉と 3 人の兄をもつ 7 番目の末
子です。生地ニュトーの往時の姿は絵画（Carl Balsgaard, 
1839 年画）に残りますが、その生家は今日では別な建物と
なり、一階の側壁に大理石の記念板が見られます。
　それから 20 年後、敗戦国デンマークはようやく国力を
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回復し、デンマーク史でいう「黄金時代」を迎えます。こ
のときキェルケゴールは、コペンハーゲン大学の学生となり
ますが （入学許可書は 1830 年 10 月 30 日付）、童話作家
H・C・アンデルセンの青春とほぼ重なります。のちにキェ
ルケゴールの最初の著作は、アンデルセンが名を得た『哀
れなバイオリン弾き』（1837 年）に対する評論『今もなお生
ける者の手稿から』（1838 年）でした。しかしこのときの
不幸な出会いは、ふたりの天才をそれぞれの道へ押しやる
結果となります。アンデルセンは、＜童話＞という独創的な
文学ジャンルを拓き、こころ温まる物語をおさめて、世界中
で愛好されます。他方、キェルケゴールは、ただ一度の人
生を生きる真理とは何かを問い、実存の思想家として孤高
の道を歩みます。キェルケゴールは、自らが生きる生のただ
中から苦衷にまみれて思想を紡ぎだし、そこでは生と思索
が一体となって織りあわされる＜主体的思想家＞です。そ
れと同時に、自らの思想を先ずもって自身の生活の場で生
き、その真理性を証ししていく＜実存の思想家＞でもあり
ます。それがため、孤高のひとりの道へと、それゆえに悲
劇となる人生へと踏み出すことになります。今日、その著作
活動の全容（日誌・遺稿文書をもふくめて）が、精細な注
解書各巻をともない、全 55 巻で刊行され、まもない 2013
年に完結いたします。25年余をかける壮大な刊行事業です。
　キェルケゴールが生存中は、母国デンマークですら今日
のような評価を得ませんでした。彼は、1855 年、42 歳で
没しましたが、それからほぼ 50 年後のころ、著作・日誌
が少しずつドイツ語に訳出され、第一次世界大戦の前後に
いたって、急速に関心を呼び迎えられました。言うなれば、
ルネサンス以降の西洋文明がたそがれて没落する危機意識
の下で、忘れられた思想家が共鳴したのでもありましょう。
それは、実存哲学と呼ばれるドイツの哲学者たち―M・ハ
イデガー、K・ヤスパ スーなどと結びつき、また弁証法神学
と呼ばれます K・バルト、E・ブルンナー、Fr・ゴーガルテ
ン、そして P・ティリツヒの組織神学、さらには新約学者と
して知名の R・ブルトマンまでをも包摂する広範な神学の領
域で影響しました。あるいはリルケやカフカなどのドイツ文
学にもこだまして、第二次世界大戦後ではサルトルやカミュ
などのフランス実存主義とも結びあい、一つの大きな流れ
となりました。西洋精神史におけるこの特別な現象が、「キェ
ルケゴール・ルネサンス」と呼ばれます。
　哲学者三木清は、ドイツに留学しハイデガーのもとで学
び、帰国したのち、「キェルケゴール・ルネサンス」の熱気
について読売新聞で紹介しました（昭和 6 年 12 月）。これ
は、キェルケゴールへと日本人一般が関心を向けます上で、
大きな役割を果たしたと思われます。日本では、それ以前、
すでに明治 39 年、内村鑑三・上田敏・金子馬治がそれぞ
れの文章の中で＜キェルケゴール＞の名を記しました。大
正 4 年、当時、東京帝国大学大学院生の和辻哲郎は、名
著『ゼエレン・キエルケゴオル』を著述しました。このとき
和辻は26歳で、その瑞 し々い書に魂をゆさぶられ、以後キェ
ルケゴールの研究へ、あるいはその著作の愛読へと促され
た、幾多の日本人の青春を思います。
　その後、太平洋戦争から終戦へと傾斜する日本現代史
の激流に寄り添い、キェルケゴールと関わる日本人の精神
史は、多彩で複雑な絵図を描き上げました。そしてここに
私たちは、その生誕後 200 年を迎えます。このときセーレ
ン・キェルケゴールは、今日の日本を生きる私たちに何を語
るのでしょうか。人間が壊れ、社会もまた解体し、自然科
学による呪縛がとけ、おそれおののく今日において・・・。
　関西学院大学図書館が企画します「特別展示」を通じて、
かつてキェルケゴールと親しんだ人々は、あらためて懐旧の
情をそそられ、それぞれの過ぎ去った青春を今さらに愛し
むかもしれません。あるいは、初めてこの人と接する若い学
生たちは、そこから何事かを聞き、混迷する時代の中で生
きていく真実を求め、ただ一度の人生をかけるに価する真
理とは何かと、思いをめぐらす由縁となるかもしれません。
　セーレン・キェルケゴール―孤高の哲学者は、その憂愁
の哲理をもって、今、私たちそれぞれに何を語り、何を問
いかけるのでしょうか。
（2）
　この度のキェルケゴール生誕 200 年を記念します特別展
示は、第 1 部・第 2 部・第 3 部と 3 つのセクションから構
成されます。（以下、展示物の一部を紹介しますが、展示
物全体の目録と詳細な解説は、本日〔講演会の当日〕配布
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されました冊子『キェルケゴール生誕 200 年― “ただ一度
の人生･･･”』をご覧下さい）［図 2］。
第 1部
キェルケゴールの生涯と著作活動に関連する
資料・著作
キェルケゴール公刊著作全集・初版本コレクション
［関西学院大学図書館所蔵］
コレクションは、関西学院大学図書館が所蔵します貴重本
の一つです。
キェルケゴールは、著書を刊行しますとき、名を求めると
か金銭におもねるとか、ジャーナリズムに媚びへつらうなど
がなく、あくまでも自身のイデ （ー理念）にどこまでも誠実
であろうとし、そのような著作活動の中に神から授かった
天命を見立てていました。「血でもって書かれた書物」（ニー
チエ）の一つに挙げて、相応しいかもしれません。
「私は著作家として、自分をすて、イデーにその通りに
仕えてきた。何ひとつ、この世から望まなかったし、
何も得なかった。年々にわたり激しく自分を緊張させ、
キリスト教的なものを明確とするために努めてきた」 
（Pap. X 6 B 212）。
若き日のキェルケゴールの肖像画〔これらについて詳細
は、本誌「若き日のセーレン・キェルケゴール　肖像画の
物語」をご覧ください〕
　① 大学生・1838 年〔展示物はフレゼリクスボー城歴史
博物館提供の CD から〕。本誌 「若き日のセーレン・
キェルケゴール　肖像画の物語」12 頁［図 1］。
この鉛筆書きがデンマークの新聞・雑誌に掲載さ
れた最初は、1876 年 12 月 17 日発行の『 画報 通
信 』899 号（Illustreret Tidende,  nr. 899, den 17. 
December 1876〕です。〔展示物の雑誌は関西学院
大学図書館蔵〕
　② 大学卒業のころ（1840 年頃）〔展示物は筆者私蔵品〕。
本誌「若き日のセーレン・キェルケゴール　肖像画の
物語」14 頁［図 2］。
婚約指輪〔コペンハーゲン博物館提供の原物写真〕［図 3］
不幸な愛を偲ばせて、今日、同博物館で展示されます。
手稿 「大地震記述」 〔デンマーク王立図書館提供の CD か
ら〕［図 4］
その生と思想の背後に秘められた深い謎を伝える、名高い
手稿です。
［図 2］講演会冊子表紙
［図 3］キェルケゴールとレギーネ・オルセンの婚約解消後、キェルケゴールによって
加工された婚約指輪（十字架に変形されている）。<Københavns Bymuseum 所蔵 >
［図 4］手稿「大地震記述」<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
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キェルケゴールに関する文書・手紙・手稿など〔デンマー
ク王立図書館提供のマイクロフィルムから〕
王立図書館キェルケゴール資料部（Kierkegaard Arkivet）
に秘匿される多量の草稿・印刷原稿・校正刷あるいは彼
に関係する諸文書・往復書簡などから重要と思われますも
のを、以前にマイクロフィルムにおさめて私蔵しております。
このたびその全部を関西学院大学図書館に寄贈し、研究
者たちが日本にいてもそれらの原物になじめますよう、処置
をお願いしております。以下の展示物は、その一例です。
＊婚約者にあてた手紙［図 5］
婚約者レギーネにあてられた手紙の多くは日付を欠きま
す、が、日付が明記されます 3 通は、なぜかいずれも水
曜日と曜日が入ります。展示物［図 5］は、それら＜水曜
日の手紙＞の一つです。ふたりだけが了解できる、愛の
めくばせなのでしょうか。
＊日誌記述 JJ：107 番［図 6］
ここでの記述はインクで消去されていますが、書き込ま
れた出来事は、名著『反復』（1843 年）の執筆へと促し
た事情を伝えます。
＊アンデルセンからの手紙［図 7］
デンマーク黄金時代に輝くふたりの天才のあいだで、今
に残る唯一の手紙です。
［図 5］婚約者レギーネにあてられた < 水曜日の手紙 >
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 7］アンデルセンからキェルケゴールへの手紙
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 6］イースター第 1 日の夕べ、別れた婚約者と再会した事情を述べる日誌
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
No.83
8
＊遺稿となった『瞬間』最終号（第 10 号）の印刷原稿
　［図 8］
デンマーク国教会は、国家の庇護に甘え自分自身を見失
い、「新約聖書のキリスト教」がもつ厳しさを失っている。
だから自己を吟味して、本来の姿にもどるよう「誠実な認
容」をと呼びかける戦いは、キェルケゴールの最晩年を
嵐に巻き込みます。戦いは、小冊子『瞬間』をもって激
突し、その第 1 号は 1855 年 5 月 24 日に刊行され、第
10 号の印刷原稿を居室に遺して、同年の 11 月11日に命
が尽きます。若い学生時代から、人生に傷つき、最愛の
人までも犠牲に捧げ、病弱を耐える 42 年の生涯は、「私
がそのために生きそのためには死んでもよい」（1835 年
ギレライエ日誌）「真理」を求める求道であり、真理の
何かを証する「真理の証人」の道でもありました。のち
に内村鑑三は、わが戦友・わが同志と共感いたします。
＊遺言状［図 9］
黒の封蝋をほどこした書簡様式の遺言状は、兄ペーター
牧師にあてられています。国教会批判を展開した弟セー
レンに対し、国教会牧師の兄の立場は複雑で、最後に
は弟との間で距離をとりました。こうして兄と弟の親愛が
砕けます、しかし遺言状は、キェルケゴール家でただひ
とり生き残る「愛する兄さん！」に呼びかけます。弟セー
レンが自らのイデーに対し最後まで誠実に生き真理に殉
じた姿は、兄ペーターの心を疼かせ、この兄もまた後に
は憂愁にとらわれ、キェルケゴール家宿命の重たい十字
架を背負うこととなります。
遺稿ノート「彼女に対する私の関係」・装丁表紙
〔王立図書館提供のカラー写真〕［図 10］
若き日の婚約者レギーネとの出会いと別れを物語る＜詩と
真実＞は、美麗な装丁表紙を付けた冊子ノ トーに記されて
います〔展示物の写真〕［図 10］。これは、キェルケゴール
の没後、その最後の居室で発見され、彼女に関係する諸
他の品 と々もども、当時、デンマーク領西インド諸島の総
督として夫の任地に滞在していたレギーネの許へ届けられ
ました。大西洋を渡って遥かな母国から送られた遺稿ノー
トを読み、キェルケゴールの心に初めてふれたレギーネが
どのような感慨を抱いたか、伝えられません。やがて彼女
にしても死が迫るとき、この貴重な資料の扱いについて、
彼女はキェルケゴールの亡き姉の娘であり叔父セーレンを
敬愛するヘンリエッテ・ルンと相談し、コペンハーゲン大
学図書館に寄託しました。ただし公開は、自分の死後とす
ることを条件にして。
［図 8］遺稿となった『瞬間』最終号（第 10 号）
の印刷原稿 <Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 9］長兄ペーター牧師にあてられたキェルケゴールの遺言状
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
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キェルケゴール家の 「家系書」〔関西学院大学図書館蔵〕
［図 11］
しばしばキェルケゴール家は、「謎深い家族」と呼ばれます。
父ミカエルは、西ユランの貧村から首都コペンハーゲンへ
出て徒弟奉公の労苦を重ねましたが、ナポレオン戦争の敗
戦によって経済が混乱する中で財を成します。しかしその 7
人の子どもたちは、長兄ペーター牧師と末子の哲学者セー
レンを除き、ほかの5人がことごとく夭折し、その誰もイエス・
キリストの年齢とされる「三十四歳」を越えることは出来ま
せんでした。亡き子どもたちの埋葬に立ちあわせる父の＜
憂愁＞は重たく、悲愴であったに違いありません。
展示品は、西ユランの寒村で始まったキェルケゴール家の
今日にいたる詳細な家系を採録します。編集刊行者の一人、
キェルケゴール家の末孫アナ スー・キェルケゴール氏は、今
年で 90 歳を越えられました。
父ミカエルの 7人の子どもたちのうち、宿命の「34 歳」を
こえたふたり、末の子・哲学者セーレンの死後、長男ペーター
牧師ひとりが生き残り、父親と同じ 82 歳の高齢で没しまし
た。その独り息子ポールは、国教会牧師の父に対する敬愛
と、しかしその批判者でもあった哲学者・セーレン叔父を
尊敬する気持ちとの狭間で、繊細な神経が病み、ついに
は人生を崩し、彼もまたキェルケゴール家の一員として悲劇
を演じました。こうして、男系の血筋は絶え、かって父ミカ
エルが不安の中でおそれおののいた事実の通りとなってい
ます。
第 2 部
日本とキェルケゴール
和辻哲郎『ゼエレン・キエルケゴオル』初版・1915 年
後に文化勲章を授かり、東京帝国大学で倫理学講座の担
当者、和辻倫理学の大成者、幾多の著述で知名の思想家、
数々の栄誉で飾られた和辻の若き日の名著です。先にも述
べましたが、当時の和辻は 26 歳の大学院生で結婚して 3
年目、定職がなく、不安定な生活を憂い、将来が不安で、
「如何にいくべきか」と葛藤し、「彼の内に自分の問題」を
見て、「その後私は殆んど彼のみを讀んだ」（初版･自序）
と、ひたむきに自分を見つめた名文は、同じように苦悩する
青春を抱えた日本の若者たちの心を魅了してセーレン・キェ
ルケゴールへと導く上で、十分と貢献しました。いま当書は、
姫路文学館・文人展示室においても展示されます。
三土興三「酔歌」雑誌『講座』11 号　1923 年 12 月号
「酔歌」が最初に発表された雑誌の誌面です。
三土興三（父は文部大臣）は、京都帝国大学文学部哲学
科の西田幾多郎に学び、期待された秀才でしたが、なぜ
［図 10］遺稿ノート「彼女に対する私の関係」の装丁表紙
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図１１］キェルケゴール家の「家系書」
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か 26 歳のとき、鉄路に散じました。キェルケゴールをめぐ
る思弁的断想「酔歌」は、その悲劇を物語っております。
作家・椎名麟三　「キルケゴールと私」『椎名麟三・信仰
著作集』第 2 巻　1978 年
椎名麟三（1911－1973）は、姫路市出身の作家。戦後の
日本文学を代表する一人。作品『美しい人』は文部大臣賞
を受賞。日本の作家の中で最も深くキェルケゴールと結び
合った、と言われます。作家生活に入る戦前、山陽電車の
車掌の時代、共産党に入党。特高警察に逮捕され、拷問
を耐え、キェルケゴールを読み、「やっと自分の求めていた
ものに出会った」と感動します。のち、キリスト教の洗礼を
受け、関西学院大学・宗教週間の講師としても来学され、
そのおり宝塚・中山寺で学生たちと夜を徹して話しこまれ
たことがあります。
池田浩平　『運命と摂理 ： 戦没学徒の手記』1948 年
旧制・高知高校生のとき、召集令状を受け取ると部屋の
壁にキェルケゴールの写真を貼り、書物を読みあさったと、
伝えられます。―遺された日記ノ トーの最後に記されます、
「みんな、さようなら。インマヌエル・ア メーン」。
合田俊二　『北の単独者 ： 合田俊二遺稿集』1981 年
30 歳で病没するまで、教会の「週報」には、愛読するキェ
ルケゴールに関する小文が連載されました。それも105 回
をもって中断します。早々に死が訪れました青年牧師の心
をとらえた「キェルケゴール」とは、何であったでしょうか。
〔日本人の心に刻まれたキェルケゴールの痕跡は、鮮烈で、
すさまじく――それは、キェルケゴールを読み学ぶことが、
知の遊びでなく、ただ一つのいのちを生きる実存のたたか
い、であったことを物語っています。〕
第 3 部
関西学院の教員・卒業生とキェルケゴール
Finn Hauberg Mortensen, Kierkegaard made in Japan, 
Odense University Press, 1996　（フィン・H・モーテンセ
ン著『日本におけるキェルケゴール』）
　日本においてキェルケゴールがどのように受容され、な
お今日においてどのようにキェルケゴール理解が展開するか
を、日本の伝統的な精神風土を顧慮しつつ、綜合した視
野から、本格的に英文で紹介する最初の書物です。
　キェルケゴールに対する日本人の関心は、その国際的な
趨勢からみても、ごく初期に始まっています。昭和 10（1935）
年に現れた『キェルケゴール選集』では、すでに主要著
作が日本語訳されて収められ、英語圏内にキェルケゴール
が紹介される諸事情と比肩しても、決して見劣りしません。
あるいは、キェルケゴールに学びそれを咀嚼して、自己の
思想を構築するとか己が生きていく指針とする等の日本人
の精神力は、単に珍奇な思想としてキェルケゴールを迎え
る皮相的な受容でなく、あるいはデンマーク語（ドイツ語 ･
英語）を日本語に置換する単純作業でもなく、自分自身と
向き合い内的な葛藤を演じ、おのが実存を投入して生か死
かを問うまでの、すさまじい様相をみせています。とりわけ
日本では、親鸞の仏教思想と対話させ、他国では見出せ
ないキェルケゴール解釈の深みを展開できましたのは、本
国デンマーク人には驚きであり、日本人の精神活動に対す
る畏敬を培う由縁ともなっております。
　著者モーテンセン教授は、現コペンハーゲン大学人文学
部学部長、アンデルセン研究者としても国際的に高名です。
同教授は、関西学院大学客員教授として二度にわたって来
学され、関西学院大学に親しまれ、デンマーク文部省と関
西学院大学との間で結ばれた教育研究交流協約を仲介さ
れました。
　関西学院大学の教授としてキェルケゴールについて講義
された教員たちの著書・翻訳書は、本学とキェルケゴール、
そしてデンマークとの結びつきが深いことを、あらためて物
語ります。文学部哲学科片山正直教授、久山康教授、武
藤一雄教授、文学部ドイツ文学科芳賀檀教授、文学部宗
教主事米倉充教授、経済学部宗教主事林忠良教授など。
他でも、キェルケゴール思想に親しまれた教員たちは、神
学部など各学部のそれぞれの専門授業においてあるいは
チャペル・トークにおいて、キェルケゴールの名を出されま
した。やがて関西学院大学とデンマーク文部省との間で結
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ばれました教育研究交流協約にそって来日されたデンマー
ク人客員教授の先生たちは、とりわけ総合コ スー「デンマー
ク」での授業において、それぞれのキェルケゴールをデン
マーク語で語られました。そのようにして学んだ学生たちか
ら、キェルケゴール研究を志し、あるいは牧師としてキェル
ケゴール思想を実践してみせる卒業生が出て、当然かもし
れません。
　北田勝巳は、文学部哲学科において片山正直教授に師
事され、キェルケゴール研究者として世に出られました。藤
木正三は、青春の苦悩を通じてキリスト教にふれ、神学部
に学び、新制大学神学部の第一回の卒業生です。デンマー
クでは、キェルケゴール研究者として知名のマランツク博
士や周辺の人たちから親しまれました。豊かな学識をたく
わえながら、しかし牧師として神の召命にこたえ教会に仕
える道こそが自分の人生と定められ、献身の生活を生きぬ
く中で、キェルケゴールからの学びを実践されました。多
くの人たちが、その味わい深い説教を愛します。そこでは、
どのようなキェルケゴールがこだまするのでしょうか。
「人生は、ただ一度・・・人は、ただ一度しか生きない」（『瞬
間』第 8 号）。
キェルケゴールのこの語句は、わが人生の、若い日からの
モットーでした。いま私にしても、このようにして時は逝き、
まもなく人生が尽きていきます。そのような折、私のささや
かな研究に対し、このたび図らずも母校関西学院大学は図
書館を通じて、かくも素晴らしい贈り物を寄せて下さいまし
た。母校が下さった最大の、またとないプレゼントを感謝
されてなりません。同時に、この喜びを伝え聞かれるデン
マークの人たち、とりわけ関西学院大学と繋がり親しまれ
る皆さまは、大きな喜びとなるに違いありません。
　キェルケゴール研究へと志し、この大学で学び、デンマー
クを訪れ、それから母校の教壇に立ち、キェルケゴールに
ついて講義してきました年月を思います。キェルケゴール研
究を通じて、人生でふれあった人たちの善良で温かな数々
の厚情を思い起こします―やはり人生は美しく、素晴らしい
人たちでした。デンマークの人たち（まもなく刊行予定の近
著はそのようなデンマークの人たちに献呈いたします）、そ
のほか国内外の人たち、韓国の人たちとは二回にわたって
韓國・日本キェルケゴール国際カンファレンスを催しました。
ソウルの高麗大學で私たちが韓国の皆さまから暖かく歓迎
されましたことを忘れていません。中心になってお世話をく
ださった表在明先生（高麗大學名誉教授、韓國キェルケゴー
ル學会会長）は、お元気でしょうか。
2013 年キェルケゴール生誕 200 年を、国を越え、民族を
越え、ともども祝賀いたしたいと願います。そして今、この
時代を生きる私たちに、セーレン・キェルケゴールは何を語
るかを共に学びあいたいものです。
　本日、このような機会を提供してくださった関西学院大
学とくに図書館の皆さま、記念行事に協力くださった日本
キェルケゴール研究センターの皆さま（東京など遠隔地にい
て、この日を覚えながら参席できない皆さまのことを思い起
こしながら）、みなさまに感謝と御礼を申し上げます。
　そして本日、このところにお出で頂き、キェルケゴールに
寄せます私の熱い思いを聞いてくださいます聴衆の皆さま
のご厚情に、心から感謝と御礼を申し上げ、あらためてキェ
ルケゴールの語句を噛みしめたく望みます―
　「人生は、ただ一度である、・・・　やがて死がやって
くるとき、もし永遠なものと正しく関係しているのでなけれ
ば・・・、――人は、ただ一度しか生きないのである」（『瞬
間』第 8 号）。
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